
 
 
 
 
 
 
 

民間の力で“この国のかたち”を創る！ ＜その１＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 人材カンパニー「フジアルテ」が示す真の意味での自由平等 ～ 

 

「どうして外国人だからといって、日本人と同じ給料がもらえないのですか。遠く祖国を離れて働 

いている人たちは、いわれない(正当な理由がない)差別に泣いている。外国人というだけで、アパー 

トも借りられない。日本は自由平等の国だといわれているが、それは違う」。 

 

静かではあるが、きっちりとした口調でこう語るのは、大阪の人材カンパニー≺フジアルテ㈱>の代 

表取締役社長･平尾隆志氏である。 

同社は、今や売り上げ500億円、所属するスタッフ、人員は１万人を超えており、2030年には1,000 

億円の売り上げ達成を 掲げている。 

 

同社の最大の特徴は１万人の内、7,000人が外国人労働者である点だ。ブラジルが圧倒的に多いが、 

最近ではベトナム、タイなどの人材採用を増やしている。 

そして、出色であるのは人材請負の際に、発注企業に対して、外国人材であっても同じ賃金を払っ 

てほしい！と強く要求することだ。そうでなければ契約しない、という姿勢を貫いている。 

 

これは実のところ、出来そうで出来ないことなのだ。一般的には、日本人に対して外国人の賃金は 

安いのが当たり前なのだ。しかして、平尾社長はこう言い切るのだ。 

「少子高齢化に悩む我が国にあって、とりわけ若年労働者の数は全くといってよいほど足りない。 

外国人採用を進めなければ、今やブームとなっている半導体工場においても、人不足は解消されない。 

そうした事情にあるのに、外国人だから低賃金という古い考えの大手企業が多いのには驚かされるば 

かりだ。我が社は、日本人と外国人が対等になるまでは一歩も引かない」(平尾社長)。 

 

外国籍のためにアパートを借りられない人に対し、平尾社長は自らが保証人となって便宜を図って 

いる。また、外国の女性が働きやすい環境を作るために、男性の育児休暇を推進しており、今やその 

取得率は50％を超えているというのだ。女性の就業比率もここに来て、一気に引き上げており、30 

～40％に達している。 

 

◆外国人でも同じ給料と言う考え方が日本のGDPを増やす！ 

－ １ － 
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「すべてを平等の視線で視なければならない。外国人を教育していく場合にも、上から目線では、 

彼らは育たない、そして文化の違い、ライフスタイルの多様性、言語の壁などを超えていかなければ 

ならない。差別は、言葉から生まれるのではない。心から生まれるのだ。同じ人間として基本的人権 

を尊重しつつ、互いに励まし合う心。ここから、真の意味でのチームワークが生まれてくる」(平尾 

社長)。 

 

実際のところ、日本国政府は他国からの大量の移民を全く認めていない。心のどこかに「大和民族 

の純粋性を守る」ということがある事は間違いない。 

しかしながら、ここに来て人材カンパニーに限って外国人の採用促進には目をつぶっている。どん 

どん人口が減っていくことに歯止めがかからないからだ。人口が増やせない限り、絶対にGDPは上昇 

しない。少々給料が上がるくらいではGDPは変化しない。 

 

平尾社長の下で執行役員として働く幹部は、こういう発言をしていた。 

「自分は、27年間にわたって人材カンパニー業界で働いてきた。平尾社長の人徳には打たれるも 

のがあった。そして、将来の夢として私はこう思う。一生涯、正社員になることがなく、派遣人材と 

して人生を終えた人たちが、胸を張ってどの仕事も楽しかったと言ってくれることだ。一つの会社に 

しがみつくことだけが美徳ではないのだ。正社員でなくてもいいから、職場をいくつも変わり、夢の 

ある人生を生きていく。そういう社会が来ることに、私は希望を持っている」。 

けだし名言であり、平尾社長を信じている人が心から吐露した“世界観”“人生感”ではあった。 

 

－ ２ － 

人材派遣ビジネスに対する企業 100 年計画のスタンス 

世界と比較して、今日の日本の給与水準は、1997年の橋本内閣による「財政構造改革政策」による「派

遣労働(非正規雇用)」や、業務の「アウトソーシング(外部委託)」という、企業にとっては安くて使い

勝手の良い労働力を使用できるという規制緩和から始まっていることを考えると、「人材派遣ビジネス」

そのものを“是”とは言い難いですが、著作者の意思を考慮して掲載しました。 



民間の力で“この国のかたち”を創る！ ＜その２＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ ３ － 

～ フジアルテ㈱の女性が語るコミュニケーション力 ～ 

 

再び大阪の≺フジアルテ㈱>の話である。この人材カンパニーには、女性活躍のステージが整ってい 

るように思えてならない。 

営業戦力部の主任を務めるある女性は、自分の少女時代を振り返ってこう言うのである。 

「広島で生まれ育ちましたが、両親は父母ともに小学校の教師でした。私は、とりわけ父を尊敬し 

ていました。小学校４年の時です。クラスの中である提案をしましたが、全く通らないのです」。 

 

しょんぼり帰ってきて、父にその話をしたらこう言われました。 

「お前の提案を、なんとしても通したいと思ったら、まず仲間を作れ。味方を作れ。どんなにいい 

提案でも、支持者を集めてからやらなければ、うまくいかないんだよ」。 

その父の言葉は、彼女の胸に大きく飛び込んできたのである。彼女は、人材カンパニーの営業戦略 

の仕事に携わっているが、何かの企画を通す前に日常的に多くの人に接触し、一緒にご飯を食べなが 

ら、いわゆる「根回し」をするという。 

これで事がうまく進むことを覚え、ひたすら父に感謝する日々だともいう。 

 

最近の我が社(産業タイムズ社)の会議を見ていて、筆者も、つとに思うことは、全くの「根回し」 

なしで編集会議を開くのであるからして、まとまらない状勢が続くことがおびただしい。 

３時間かけて、１つか２つしか決められない。相手に配慮するあまりに、または自分が相手に傷つ 

けられないために、ひたすらブロックするばかり。 

 

つまりは、本題である次の号の特集は何にするかは、吹っ飛んでしまい、ひたすら自己防衛、自己 

弁護の言葉が続くのである。 

そうなれば、何も提案しない人たちの勝利なのである。アクティブに提案する連中は、ただただ批 

判の嵐を浴び、いすくんで(身がすくんで動けなくなって)しまう。 

会議の中で対立し、熱く議論する中で、本当の意味でのコミュニケーションが生まれるのであるが、 

こうした中身のない会議の積み重ねの中では、醸成されてくるものがない。 

 

‹フジアルテ㈱>のくだんの女性もまた、コミュニケーション力の大切さについて、こう語るので 

ある。 

「この会社にあっては、新卒･正社員で入ってくる人よりも、派遣スタッフの方が昇進していく人 

が多いのです。まさに、ダイバーシティー(人種などの多様性)の時代です。 

一応、マニュアルはありますが、その通りに教育することなんかできません。1,000人の人がいれ 

ば1,000人の意見、思想、感受性があるのです。それを乗り越えていくのは味方を作ること、コミュ 

ニケーション力を磨くこと、カスタマイズ(要求に応じて作り直すこと)に対応する力をつけること 

に尽きるのです。 

 

◆なんとしても提案を通したいなら、仲間を作ることだ！ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

※本誌の内容の一部あるいは全部を無断で複写・複製・転訳載及び磁気または光記録媒体、コンピュータ 

ネットワーク上などへ入力することは、法律で認められた場合を除き、著作者の権利侵害になります。 

記事：㈱産業タイムズ社／代表取締役会長：泉谷 渉（東京都千代田区岩本町1-10-5 ＴＭＭビル３階） 

監修：企業100年計画㈱／代表取締役社長：市岡孝治（東京都新宿区西新宿7-2-10 栄立新宿ビル３階） 

－ ４ － 

この女性に限らず、‹フジアルテ㈱>の平尾隆志社長の率いる軍団は、「とにかく心根が誠実」「人の 

話をよく聞く」といった風が強い。そして、腰は低く、常に学びの姿勢なのである。 

そして、かの女性は「難しい仕事ほどテンションが上がる」「自分は全く賢くないのだから、一生 

懸命勉強し続けるしかない」「きれいな花じゃなくてよいから、雑草の美しさを身に付けたい」とお 

っしゃるのである。 

 

熱意のない仕事をして、とにかく早く帰りたいとの思いしかなく、自分の部屋にこもって、ぶつぶ 

つと上司の悪口を言いながら、一人酒で癒される輩には、この女性の“幸福論”が一生、わからない 

であろう。 

 


